
当院では、毎年新入職員の配属される春とそれ以降職務に慣れた頃の年 3回、医療安全

の一環として、ＭＲＩ検査室の強力磁場体験訓練(MR 実地体験)を行っております。 

ひとえに、ＭＲＩの磁場は非常に強力なのだと口頭で説明されても、また、海外では、

酸素ボンベが強力な磁場に吸い寄せられ、検査中の患者さんに衝突したという事例が発生

していると聞いても、「どれだけの磁力なの???」と想像の域を出ません。百聞は一見に如

かず、実際に自分の身体で感じてもらうようにと体験研修を実施しております。 

 （因みに当院の MRI 検査装置の磁力は 15,000 ガウスと 30,000 ガウスの 2台です） 

参加の対象は、新入職員（臨床研修医や看護師）は必須とし、看護補助員および希望者

です。 

体験は先ず、放射線部の技師による概論説明を受け、その後実際に検査室に入って、遠

いところの微弱な磁場から徐々に近づいて強力な磁場を実際に体験します。 

検査を受けられる患者さんには、貴金属はないですか？アクセサリーは外しましたか？

等々と質問させていただいておりながら、スタッフがポケットに貴金属類(ボールペン等)

を入れたまま、もしくは髪をピンで止めたまま検査室内に入り、それが MRI 検査装置に張

り付いた、等という事になると大変お粗末です。そのような事が発生しないようにと企画

している体験です。 

 入職して間もないことから研修に参加する緊張感と、研修により得た危機意識を忘れる

ことなく、患者さんの安全を守ることを念頭に勤務していきます。 

なお、６月には安全研修第 2弾として、AED(体外徐細動機)操作研修を予定しています。

 

 

□ 新型インフルエンザ対策へのご協力のお願い 

   新型インフルエンザのまん延が予測されています。 

   院内感染を予防するため、病院へお越しの皆さま（患者さま、お見舞いに来

られた方）、病院内では、必ずマスクの着用をお願いいたします。 

また、熱のある方や 7 日以内に高熱のあった方のご面会はしばらく間、禁止

とさせていただきます。ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

   また、マスクが手に入りづらいという皆さまからのお声を受けて、病院正面

玄関脇にマスク専用の自動販売機を設置しました。 

1 日の販売枚数に限りがありますが、1 組 2 枚入り、100 円です。ご利用くだ

さい。 

 
□ ロビーコンサートの中止のお知らせ 
   上記のように、新型インフルエンザへの感染予防対策として、しばらくの間、ロビー

コンサートを中止とさせていただきます。 
    （6 月開催予定の 2件につきましては、中止となります。） 
   演奏会を楽しみにしてくださっている方、大変申し訳ございませんが、何とぞ、 
   ご理解くださいますよう、よろしくお願いいたします。 
    
   インフルエンザの流行が落ち着き、ロビーコンサートが再開できる状況になりました

ら、病院だより、院内掲示板等にて、開催のご案内をさせていただきます。 

               私は当院で毎年 20 件ほど調整医師として骨髄移植のコーディネートを行っています。

骨髄では赤血球、白血球、血小板が休むことなく造られており、その中には血球のもと

になる造血幹細胞が含まれています。白血病や再生不良性貧血など造血幹細胞の異常で正

常な血液が造れなくなる病気の患者さんのなかには、骨髄移植という病気に冒された造血

幹細胞を健康なものに置き換える治療でしか治癒を望めない方がいます。健康な骨髄を提

供してくださる人が骨髄ドナーです。骨髄移植をするには患者さんとドナーの白血球の血

液型 (HLA; Human Leukocyte Antigen) が一致する必要があります。一般的にいわれるA, 

B, AB, O 型といった血液型は赤血球の型で、骨髄移植は赤血球の型が合わなくても可能で

す。HLA 型は対になっており、両親から片方ずつ受け継ぐため、兄弟姉妹間では最大4 種類

に分かれ、4分の 1 の確率で一致します。骨髄移植の必要な患者さんでHLA の一致した血縁

者がいない場合、骨髄バンクにドナー検索を依頼します。複数のドナーが適合した場合、5

人まで並行してコーディネートを進めることができます。この各々のコーディネートに対

しコーディネーターと調整医師が選ばれます。そしてドナー候補者、コーディネーター、

調整医師が集まり、詳しい骨髄移植の説明とこれまで発生した骨髄採取の合併症について

の話しをします。これらの説明後も骨髄提供の意志に変わりがない場合は確認検査に進み

ます。確認検査とはドナーの健康状態とHLA 型の更に詳しい検査のことです。その結果を見て患者さんの主治医はドナ

ー候補者の中からドナーを選定します。 

ドナーは骨髄採取前後の健康診断や骨髄採取時に輸血する自己血を用意するために７回前後病院に行かなければな

りません。骨髄採取は全身麻酔で行われ、入院はだいたい４日間です。大変な身体的、精神的負担があることですが、

まったくのボランティアで金銭的な報酬はありません。ドナーの多くは人の役に立てるのならという動機でドナー登録

をされていますが、実際ドナー候補になり骨髄採取の説明を受けた時点で、思っていたよりずっと大変なことだとわか

る方も多いと思います。そこで骨髄提供を断る人がいても不思議ではないのですが、私が出会った百数十人のドナーの

多くは淡々と骨髄提供を承諾されました。当院では骨髄移植を行っていないので調整医師としてのみ骨髄バンクに関わ

っていますが、以前に７年間勤務していた病院では骨髄移植が必要な患者の主治医として骨髄バンクのお世話になって

いました。ドナーは骨髄提供に同意してくれるだろうかと不安な日々を過ごしたことを思い出します。骨髄は移植病院

の医師が直接取りに行くことになっているので北は仙台から南は沖縄まで骨髄を受け取に行きました。手術室の前で待

っていると手術着姿の採取担当医が骨髄を抱えて出てきます。ほとんどが初めて会う医師なのですが一人の患者さんの

ために働いているという一種の連帯感と感謝の気持ちがわいてきます。「ドナーさんによろしくお伝えてください」「移

植、頑張ってください。うまくいくようお祈りしています」と短い言葉をかわしすぐに帰路につきます。骨髄は採取後

24 時間以内に移植しなければなりません。また、患者さんは移植のための前治療を受けており骨髄を移植できなけれ

ば命にかかわる状況です。何が何でも無事に骨髄を運ばなければなりません。私が抱えている骨髄にはドナーさん、ド

ナーさんを心配しているそのご家族、骨髄採取スタッフ、コーディネーター、調整医師の思いが籠められています。そ

の思いはひとりの人を助けたいという思いでしょうか。骨髄は普通の輸血のように点滴で患者さんに移植します。移植

した骨髄が働いて血液を造り出すまでには時間がかかるのですが、骨髄を点滴している時から患者さんに笑顔が見ら

れ、活気がでてくるのはみんなの思いが伝わるからではないでしょうか。ひとっていいなとつくづく感じます。

お花が香り、緑薫る季節になりました。
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毎年春になると医師もｺﾒﾃﾞｨｶﾙも新人が来ますが、今年も前途が
楽しみな若者が沢山入ってきてくれました。学生実習も春から夏
にかけてがﾊｲ･ｼｰｽﾞﾝで、病院は若い息吹で満ち溢れています。一
方春は送別の季節でもあり、北部病院を巣立っていった人たちも
大勢ありました。患者さんも、会社の異動に伴って別の病院に移
った方もあれば、新しく紹介されて来られた方もおられます。 
 春の訪れをめでたのも束の間、今年は新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの嵐が吹き
荒れ、一般市民の方も随分ご心配であったことと存じます。今月
初めには北部病院にとって、実に悲しい事件もありました。また
この瞬間もテレビではあるﾚｽﾗｰの悲惨な死の報道をしています。
ここ 1 ヶ月ほど人の命の危うさや儚さを思い知ったことはなかっ
たかもしれません。 

しかしそれでも、人間は一生懸命生きるしかないのです。患者
さんは勿論のこと、我々医療従事者も必死で仕事をし、懸命に生
きています。お互いに少しでも多く笑顔でいられるよう、手を携
えあって頑張りましょう。      委員会 委員 樫田 博史

中央棟 １階ＭＲＩ検査室

検査室内の様子 



  

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

昭和大学医学部 
 泌尿器科学教室より

昭和大学 
   平成 17 年卒

 

 

  

  

 昭和大学 
    平成 14 年卒 

井上 学 
  (内 科) 

岡山大学 
   平成 10 年卒

新井 美奈子 
(麻酔科)

～4/30 付  

 【退 職】 

     □蟹江 浩（消化器ｾﾝﾀｰ）   □亀田 亮（消化器ｾﾝﾀｰ）    □山邊 陽子（循環器ｾﾝﾀｰ） 

   □谷口 貴実子（こどもｾﾝﾀｰ） □坂 龍太（こどもｾﾝﾀｰ）    □竹内 正宣（こどもｾﾝﾀｰ） 

   □川本 愛里（こどもｾﾝﾀｰ）  □筆谷 ルミ子（ﾒﾝﾀﾙｹｱｾﾝﾀｰ）  □菊池 雷太（内 科） 

   □内田 奈名子（内科）    □馬場 麻衣子（放射線科）   □小山 壽美江（産婦人科）    

   □工藤 勝秀（外科）     □菅原 草（泌尿器科）     □山家 祐美（麻酔科） 

     □下山 裕子（麻酔科） 

 【長期出張】 

     □竹村 織江（消化器ｾﾝﾀｰ）  □久行 友和（消化器ｾﾝﾀｰ）   □久津川 誠（消化器ｾﾝﾀｰ）   

□塩飽 洋生（消化器ｾﾝﾀｰ）  □三澤 将史（消化器ｾﾝﾀｰ）   □御子柴 幸（心臓血管ｶﾃｰﾃﾙ室） 

□星野 顕宏（こどもｾﾝﾀｰ）  □前田 智子（泌尿器科）    □藤居 直和（耳鼻咽喉科） 

 【転 出・異動】 

     □稲垣 克記（医学部整形外科学教室へ） 

□桑名 亮輔（医学部脳神経外科学教室へ）  □植松 秀護（藤が丘病院呼吸器外科へ） 

     □内田 充彦（烏山病院精神医学教室へ）   □黒沢 顕三（烏山病院精神医学教室へ） 

     □常岡 俊昭（烏山病院精神医学教室へ）   □遠藤 貴美（医学部眼科学教室へ） 

山形大学 
   平成 19 年卒 

堀内 一哉 
(呼吸器ｾﾝﾀｰ)

～5/1 付  

久松 篤  昭和大学卒業  
５月 麻酔科 

６月 消化器ｾﾝﾀｰ(内科) 

肥田 典子  鳥取大学卒業  
５月 麻酔科 

６月 呼吸器ｾﾝﾀｰ(内科) 

松本 祐樹  昭和大学卒業  
５月 外 科 
６月 同上 

はじめまして。昭和大学出身の松本祐樹と申します。 

大学ではアイスホッケー部に所属していました。 

北部病院で研修できることを大変光栄に思っております。北

部病院の研修医になってもうすぐ 1ヶ月になりますがまだまだ

わからないことばかりで日々を不安に過ごしています。先生

方、スタッフの皆さまには色々多くのご迷惑をおかけしており

ますが、少しずつでもわからないことをなくしていき、一人前

の研修医として働き、皆さまにご迷惑をおかけしないようにし

ていきたいと思っております。 

現在は外科のほうで研修させていただいておりますが、皆さ

まの温かいご指導のおかげで充実した毎日を送らせていただ

いております。これからの研修医としての２年間を精一杯頑張

っていきますのでご指導のほどよろしくお願いいたします。 

初めまして。この度研修させていただくことになりました肥

田典子と申します。鳥取大学出身です。 
大学６年次に見学させていただいた時に、先生方が熱心に指

導してくださったので、研修を行うなら是非こちらで行いたい

と思いました。実際に研修が始まって、初めてのことで慣れな

い私に、多くの先生方やスタッフの方が優しく、時に厳しく指

導してくださり、大変感謝しております。 
これからの２年間で知識や技術を身につけるのはもちろんの

こと、医師としての姿勢や態度を学んでいきたいと思っており

ます。まだまだ未熟な点ばかりですが、一日も早く患者さんや

病院のお役に立てるよう、日々研鑽していきたいと思っており

ます。今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

初めまして、昭和大学出身の久松篤と申します。 

大学時代はゴルフ部に所属していました。春夏には、ゴルフ

を、秋冬には中高時代にやっていたバスケットボールをやって

いました。体を動かす事が何よりも大好きなので、是非スポー

ツをやるときは誘っていただきたいと思っています。 

現在は、麻酔科にお世話になっておりますが、日々、先生方

をはじめ看護師、スタッフの方々に迷惑をかけ続けている毎日

です。 

至らない点がとてもたくさんありますが、日々一歩一歩精進

して頑張っていきたいと思っていますでの、皆さま、ご指導ご

鞭撻のほど、宜しくお願い申し上げます。 

道端 浩三郎  昭和大学卒業  
５月 循環器ｾﾝﾀｰ(外科)
６月 同上 

はじめまして、昭和大学出身の道端 浩三郎と申します。 

学生時代は帰宅部で７年間ゆっくり勉強させていただきました。

 ４～６月と循環器センター（外科）で研修させていただいてお

ります。周りの方々には迷惑をお掛けしており、何もできない自

分を患者さん方が医師として見てくださっていることに恥ずか

しさを感じる毎日ですが、一つ一つできることが増えることに喜

びを感じる毎日でもあります。 

 また２年目の研修医の先生達に感じる１年分の成長は目覚し

いものだと肌で感じています。自分も１年後には新人研修医から

頼られる先輩となっていられるように日々努力していきたいと

思います。皆さまにはご迷惑をお掛けすることになるかもしれま

せんが、北部病院のために僅かでも貢献できるよう頑張りますの

で、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。 

藤田保健衛生大学 
   平成 16 年卒

青木 明子 
(呼吸器ｾﾝﾀｰ)

 東北大学 
    平成 12 年卒 

吉松 軍平 
  (消化器ｾﾝﾀｰ) 

愛知医科大学 
   平成 14 年卒

西脇 裕高 
(消化器ｾﾝﾀｰ)

昭和大学 
   平成 19 年卒 

工藤 孝毅 
(消化器ｾﾝﾀｰ)

東京医科大学 
   平成 16 年卒

鈴木 道隆 
(消化器ｾﾝﾀｰ)

 昭和大学 
    平成 19 年卒 

矢川 裕介 
  (消化器ｾﾝﾀｰ) 

昭和大学 
   平成 19 年卒

松平 真悟 
(消化器ｾﾝﾀｰ)

昭和大学 
   平成 19 年卒 

石垣 智之 
(消化器ｾﾝﾀｰ)

昭和大学 
   平成 19 年卒

中村 大樹 
(消化器ｾﾝﾀｰ)

千葉大学 
    平成 19 年卒 

山下 賢之介 
(心臓血管ｶﾃｰﾃﾙ室) 

東京医科大学 
   平成 18 年卒

笹森 大貴 
(ﾒﾝﾀﾙｹｱｾﾝﾀｰ)

昭和大学 
   平成 15 年卒 

三輪 善之 
(こどもｾﾝﾀｰ)

昭和大学 
   平成 19 年卒

吉澤 徹 
(ﾒﾝﾀﾙｹｱｾﾝﾀｰ)

 昭和大学 
    平成 18 年卒 

長濱 隆明 
(こどもｾﾝﾀｰ) 

昭和大学 
   平成 19 年卒

戸嶋 洋和 
   (内 科) 

京都府立医科大学 
   平成 15 年卒 

衛藤 志保 
(泌尿器科)

昭和大学 
   平成 19 年卒

武重 由依 
(内 科)

昭和大学 
   平成 19 年卒

藤井 智子 
(麻酔科)

烏山病院 
 精神医学教室より 

石部 穣 
(ﾒﾝﾀﾙｹｱｾﾝﾀｰ)

後藤 洋平 
(眼 科)

今年度も２２名の研修医を迎え、４月２日から１０日まで各種

オリエンテーションを行いました。 

オリエンテーションは先ず病院長より、医師としてのあるべき

姿、心構えを学び、１人の組織のスタッフとして、職種を越えて

連携しながら、知識・技術を習得するよう訓辞がありました。 

その後、医療安全に関すること、院内感染対策に関すること、

診療記録の記載方法や薬剤に関することなど、それぞれの担当者

からレクチャーや実技指導を受けました。最終日には、外部施設

にて、人形を使った採血や導尿、気管挿菅、そして、急変時の対

応シミュレーションなどを体験しました。 

オリエンテーションが終了した 

現在、研修医はそれぞれの診療科で 

研修を始めております。温かいご指 

導のほど、よろしくお願いいたしま 

す。 

 烏山病院 
  精神医学教室より 

田村 利之 
  (ﾒﾝﾀﾙｹｱｾﾝﾀｰ) 

藤が丘病院 
 内科内分泌代謝より

長谷部 義幸 
(こどもｾﾝﾀｰ)

昭和大学医学部 
 産婦人科学教室より 

安藤 直子 
(産婦人科)

藤が丘病院 
   小児科より

塚田 大樹 
(こどもｾﾝﾀｰ)

 昭和大学医学部 
耳鼻咽喉科学教室より 

鈴木 美雪 
  (耳鼻咽喉科) 

昭和大学医学部 
 脳神経外科学教室より

藤島 裕丈 
(脳神経外科)

昭和大学医学部 
 第一病理学教室より

尾松 睦子 
(病理科)

奥村 太輔 
(泌尿器科)

この先からは、 

附属病院からの異動医師の

紹介です。      ⇒ 

【配置転換】 

□宮地 英行（救急ｾﾝﾀｰ ⇒ 消化器ｾﾝﾀｰ）   □伊藤 寛晃（消化器ｾﾝﾀｰ ⇒ 救急ｾﾝﾀｰ） 

□斎藤 重男（救急ｾﾝﾀｰ ⇒ 心臓血管ｶﾃｰﾃﾙ室） 

【出張終了】 

  □鈴木 浩介（呼吸器ｾﾝﾀｰ ⇒ 配置転換 救急ｾﾝﾀｰへ） 

  □林 靖子 （消化器ｾﾝﾀｰ）          □森川 吉英（消化器ｾﾝﾀｰ） 

  □森 悠一 （消化器ｾﾝﾀｰ）          □及川 裕将（消化器ｾﾝﾀｰ） 

山村 亮  聖ﾏﾘｱﾝｱ医科大学卒業  
５月 外 科 
６月 同上 

昭和大学医学部 
 整形外科学教室より

中村 正則 
(整形外科)

どうも初めまして。聖マリアンナ医科大学出身の山村 亮と

申します。出身は京都で最近は標準語の混じった胡散臭い言語

を駆使します。 
 学生時代は硬式テニス部に所属しており、昭和テニス部とは

かなり交遊がありました。 
 現在外科で研修をしておりますが、ご指導ご鞭撻をいただい

てばかりの毎日です。体力だけならいけるクチですが、医学の

方も日々頑張っていく所存です。 
 まだ迷惑ばかりかけますが、どうか長い目で見守ってくださ

い。よろしくお願い致します。 

 



   

 

 

   

田中 英樹  東邦大学卒業   
５月 内科 

６月 画像／緩和ケア 

玉置 秀司  昭和大学卒業   
５月 消化器ｾﾝﾀｰ(外科) 

６月 同上 

徳岡 梢   昭和大学卒業   
５月 内 科 

６月 同上 

中村 暖   昭和大学卒業   
５月 消化器ｾﾝﾀｰ(内科) 

 ６月 同上 

研修医 1年目、昭和大学出身の中村暖と申します。 

 現在は消化器センター内科をローテートさせていただいてお

ります。 

実家が川崎市宮前区にあり、北部病院は学生時代から親しみ

を感じておりました。地域に根ざし、患者さまに正面から診療

にかかわる先生方やコメディカルスタッフの方が多く、このよ

うな病院で研修させていただけることを非常に嬉しく感じなが

ら日々過ごしています。 

まだまだ仕事が出来ず、毎日周りのスタッフの方々、さらに

は患者さまにもご迷惑をおかけしてしまっています。一刻も早

く、周りの皆さまが安心して見ていられるような研修医となる

べく、努力していきたいと思っています。 

昭和大学出身の徳岡梢と申します。６月まで総合内科で研修

をさせていただきます。 

 学生時代は馬術部と白馬診療部に所属し、夏は富士吉田と白

馬岳で過ごしておりました。 

総合内科で研修を始め、患者さまと接する中で、今自分が出

来る事は何か、患者さまにより安心してもらうにはどうしたら

良いのか考えるようになりました。今はまだ病棟の業務をこな

すことも満足に出来ずいろいろな方に迷惑をかけてばかりで

すが、医師としての自覚を持って日々精進していきたいと思い

ます。 

これから２年間の研修で出来るだけたくさんのことを吸収

していきたいと思っています。ご指導のほどよろしくお願い致

します。 

はじめまして、東邦大学出身の田中英樹と言います。 

出身地は宮崎県の日向市です。中学、高校時代は宮崎市私立日

向学院に通い、６年間寮生活を送ってきました。 

大学時代は柔道部に所属していました。途中で辞めてしまいま

したが、その後は居酒屋やガソリンスタンドでアルバイトをして

いました。 

これからの北部病院での研修で患者さんのために医師として

必要な態度、知識、技術を身につけることが目標です。 

分からない事が多く、物覚えも良くないので、上級医や周りの

スタッフの方々に色々とご迷惑をおかけする事と思いますが、一

所懸命皆さんの指導についていけるよう努力し、目標に向かって

一歩一歩進んでいきますので、よろしくお願いいたします。 
 

   

林 圭一郎  岩手医科大学卒業   
５月 循環器ｾﾝﾀｰ(内科) 

６月 麻酔科 

林 祥子  東京女子医科大学卒業    
５月 呼吸器ｾﾝﾀｰ(内科) 

６月 麻酔科 

はじめまして。4月から研修させていただいております、東京

女子医科大学出身の林祥子と申します。 

大学時代は音楽部(コーラス部)と SP(simulated patients)研

究会に所属していました。音楽部では月に 1 度、医学部音楽連

盟(昭和大、埼玉医大、女子医大)にて活動をしていたため、昭

和大学は親しみやすい感じがしていました。 

呼吸器センター内科から研修が始まりましたが、まだまだ分

からないことがたくさんあり、ご迷惑をおかけすることも多々

あると思います。これから出会う多くの患者さん、先生方、同

期の皆、仕事、その他で携わるすべての方々から学び、一つ一

つの出会いを大切にしながら自分なりに頑張っていきたいと思

いますので、どうぞ宜しくお願いいたします。 

はじめまして、岩手医科大学出身の林圭一郎と申します。父

が昭和大学出身ということもあり北部病院を選びました。 

大学時代は、バドミントン部に所属し、６年間汗を流してい

ました。バドミントンは誰でも気軽に楽しめる魅力的なスポー

ツで、最近はオグシオブームで、注目を浴びるスポーツの一つ

になりました。これからも、時間があれば続けていきたいと思

います。趣味は、バドミントンの他、のんびりドライブしたり、

スタバで雑誌でも見ながらまったりとすることです。 

これから、本格的に仕事が始まりますが、初心の気持ちをい

つまでも持ち続け、精進していきたいと思います。まだまだ、

未熟者で分からないことも多く、諸先生方をはじめ、スタッフ

の方にご迷惑を掛けるかもしれませんが宜しくお願いします。 

はじめまして。昭和大学出身の玉置秀司と言います。 

学生時代はアメリカンフットボール部に所属し、毎日、練習

したりミーティングしたりと充実した学生生活を過ごさせて

いただきました。社会人となって働き始めた、この北部病院で

も学生生活に負けないくらい充実した時間を過ごせるよう、

日々努力していこうと思っています。 

 特に知識がある訳でもなく、手先が器用という事もありませ

んが、持ち前の体力と気合いでやっていこうと思います。ご迷

惑ばかりおかけすると思いますが、今後よろしくお願いいたし

ます。 

外来予定は都合により変更する場合がございますのでご了承ください。               

平成 21 年 6 月 1 日改訂

月 火 水 木 金 土  
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 

鹿間裕介 
(初診) 

 
中島宏昭 

(紹介初診) 
 

神尾義人 
(初診) 

鹿間裕介 
(再診) 

笠原慶太 
(初診) 

 
北見・澁谷 
(初診) 

 
医局員 
(初診) 

笠原慶太(初) 笠原慶太(再) 井上七重(初) 中島宏昭(再) 鹿間裕介(初) 北見明彦(再) 鹿間裕介(再) 神尾義人(再) 中島宏昭(再) 中島宏昭(再)  
北見明彦(再)  鹿間裕介(再) 澁谷泰弘(再)    井上七重(再) 笠原慶太(再)   

呼吸器ｾﾝﾀｰ 

        鹿間裕介(再)   
医局員 大塚和朗 田中淳一  池田晴夫 池田晴夫 里舘 均 里舘 均 大塚和朗 大塚和朗 医局員 

林 武雅 草野智一(限) 井上晴洋 井上晴洋 和田祥城 和田祥城 医局員   春日井尚  
 出口義雄 樫田博史 樫田博史 医局員 遠藤俊吾 池原伸直 池原伸直 医局員   

細谷寿久   南ひとみ(限) 日高英二 日高英二   宮地英行 宮地英行  
山村冬彦 山村冬彦 工藤進英  石田文生 堀越邦康(限) 樫田博史 山村冬彦 遠藤俊吾    

消化器ｾﾝﾀｰ 

   橋本雅彦 岩下方影(2)   工藤進英(特診)    
磯村直栄  落合正彦  小原千明  荒木 浩  芦田和博  医局員 

星本剛一  山本明和  薬師寺忠幸  藤倉寿則 御子柴幸(2) 斉藤重男   
伊藤篤志 

(心臓血管外科) 
黒子洋介 

(血管外科) 
上村 茂 

(先天性心疾患)  
伊藤篤志 

(心臓血管外科)  
富田 英 

(先天性心疾患)  
石野幸三 

(心臓外科)  
伊藤篤志 

(心臓血管外科) 
循環器ｾﾝﾀｰ 

富田 英 
(先天性心疾患) 

 山下賢之介 富田 英 
(先天性心疾患) 

    上村 茂 
(先天性心疾患) 

  

メンタルケア(初) 
堀 宏治 
(精神全般 
認知症) 

堀 宏治 
(物忘れ初診) 

板垣太郎 
富岡 大 

板垣太郎 
富岡 大 

工藤行夫 
(精神全般 
統合失調症 

工藤行夫 
(精神全般 

統合失調症 
西岡玄太郎 西岡玄太郎 吉益晴夫 吉益晴夫 伊川太郎 

メンタルケア(再)  富岡 大 青木麻梨  堀 宏治 堀 宏治 吉益晴夫 吉益晴夫 工藤行夫  松永優子 
メンタルケア(再) 板垣太郎 板垣太郎 石部 穣  西岡玄太郎 西岡玄太郎 伊川太郎 伊川太郎  常岡俊昭  
メンタルケア(再)  青木麻梨   富岡 大  菊地 優  伊川太郎   

内 科(22-5)  
高橋 健 

(内科腎臓) 
         

内 科(23-2) 
吉田典世 
(内科) 

山本真寛 
(内科)  

土屋静馬 
(内科) 

菊嶋修示 
(循環器不整脈) 

菊嶋修示 
(循環器不整脈) 

土屋静馬 
(内科)  

菊嶋修示 
(循環器不整脈)  

菊嶋修示 
(循環器不整脈) 

内 科(23-3) 衣笠えり子 
(内科腎臓) 

福井俊哉 
(記憶認知) 

  衣笠えり子 
(内科腎臓) 

衣笠えり子 
(内科腎臓) 

坂下暁子 
(内科血液) 

坂下暁子 
(内科血液) 

 川崎仁志 
(内科神経) 

医局員 

内 科(23-5) 坂下暁子 
(内科血液) 

坂下暁子 
(内科血液) 

福井俊哉 
(内科神経) 

福井俊哉 
(内科神経) 

三代川章雄 
(内科消化器) 

吉田典世 
（内科） 

福井俊哉 
(内科神経) 

福井俊哉 
(内科神経) 

福井俊哉 
(内科神経) 

医局員 三代川章雄 
(内科消化器) 

内 科(25-1) 井上 学 
(内科神経) 

 小林功治 
(内科) 

 井上 学 
(内科神経) 

 和田幸寛 
(内科) 

滝西安隆 
(内科) 

滝西安隆 
(内科) 

 大野恭史 
(内科) 

内 科(25-2)  井上 穣 
(内分泌･代謝) 

 竹島亜希子 
(内科) 

木村 聡 
(内科・感染症) 

   小林功治 
(内科) 

 医局員 

内 科(25-3) 田口 進 
(内科消化器) 

成島道昭 
(内科) 

和田幸寛 
(内科) 

中山文義(腎) 
(第 1 火休診) 

  田口 進 
(内科消化器) 

 竹島亜希子 
(内科) 

 渡邉浩之(1,3 
(内科) 

内 科(25-5) 荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

 嶋田 顕 
(内科腫瘍) 

嶋田 顕 
(内科腫瘍) 

荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

 嶋田 顕 
(内科腫瘍) 

嶋田 顕 
(内科腫瘍) 

荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

 荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

内 科(25-6)  
伊東友弘 

(内科腫瘍)  
大野恭史 
(内科) 

女性専門外来 
(予約のみ)  

緒方浩顕 
(内科腎臓) 

成島道昭 
(内科) 

伊東友弘 
(第４休診) 

(内科腫瘍) 
 

緒方浩顕 
(内科腎臓) 

内 科(25-7) 宮下耕一郎 
(内科) 

宮下耕一郎 
(内科) 

辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

伊藤英利 
(内科腎臓) 

伊東友弘 
(内科腫瘍) 

辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

伊藤英利 
(内科腎臓) 

 辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

小 児 科 梅田 陽 神経外来 梅田 陽 乳児検診 北澤重孝 心臓外来 梅田 陽 成育外来 梅田 陽 乳児検診 医局員 

小 児 科 曽我/富永 予防接種 曽我恭司 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ外来 梅田 陽 腎臓外来
(1,3,4) 曽我恭司 ｱﾚﾙｷﾞｰ外来 松岡 孝 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ外来 澤田まどか 

小 児 科 北澤重孝  北澤重孝 血液内科(4) 
心理相談 

京田学是  井上真理 口腔発達(2,3) 
心理相談 

藤巻孝一郎 上村茂(心臓) 西岡貴弘 

小 児 外 科  杉山彰英  大橋祐介  五味 明  大橋祐介  杉山彰英 
杉山彰英(奇) 
医局員(偶) 

皮膚科（初 16-3） 保坂浩臣  宋 寅傑  三井湖麻江  保坂浩臣  宋 寅傑  医局員 
皮膚科（再 16-1） 宋 寅傑  上岡なぎさ         
皮膚科（再 16-2①） 上岡なぎさ 外科手術 三井湖麻江 外来手術 医局員 外科手術 医局員 外来手術 上岡なぎさ 外来手術 医局員 

皮膚科（再 16-2②）   保坂浩臣  上岡なぎさ  三井湖麻江  保坂浩臣   

外 科 
椛澤/中村 
(第 3 以外) 中村明央 椛澤由博 杉本啓一(3) 新井一成  新井一成 

井関雅一(偶) 
岩波正英(3) 中村明央 

岩波正英 
(第 2,4) 

中村明央(奇) 
新井一成(偶) 

外 科 椛澤由博(3)  福成信博  山﨑智巳  椛澤由博 兼坂 茂 
(予約のみ) 

福成信博 中村明央 椛澤由博(奇) 
山崎智巳(偶) 

外 科 
福成信博 

(1,2,4 初) 
       椛澤由博   

形成外科 大塚尚治 ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ 【手術日】  小原英里  手術日  
大塚尚治 
信太 薫 

 
 信太(1)小原
(2.4.5)大塚(3) 

緩和ケア(麻酔科) 
(22-6) 

 
岡本健一郎 

(事前予約制) 
   

岡本健一郎 
(事前予約制) 

   
岡本健一郎 

(事前予約制) 
 

脳神経外科 
（初再診） 藤島裕丈 小林信介 池田尚人 【手術日】 松本浩明  河面倫有  河面倫有 藤島裕丈 医局員 

脳神経外科 池田尚人 (診断書外来) 紹介状･外傷(初 【手術日】 池田尚人 池田尚人 松本浩明(初 松本浩明 池田尚人 医局員 医局員 

整形外科 医局員 
(初診外来) 

逸見範幸 西山嘉信 川崎恵吉  尾又弘晃  三雲 仁  医局員 医局員 

整形外科  装具診 
予約のみ 三雲 仁  逸見範幸 装具診 

予約のみ 三雲 仁  逸見範幸  医局員 

整形外科 山口正哉  山口正哉  中村正則  中村正則  尾又弘晃   

整形外科 川崎恵吉 上肢神経診(4 大下優介  初診(大下)  川崎恵吉  大下優介   

産婦人科  
初診(12-7) 

佐々木康(奇) 
八鍬恭子(偶)  高橋 諄  高橋 諄  小塚(第 2,4) 

栗城･吉江(奇)  小川公一  医局員 

産婦人科  
産科Ⅰ(12-1) 

宮上 哲  小川公一  栗城亜具里  佐々木康  吉江正紀   

産婦人科  
産科Ⅱ(12-6) 

    宮上 哲  安藤直子   特殊診 
予約のみ 

 

産婦人科  
婦人科Ⅰ(12-8) 

小川公一  佐々木康 特殊診 
予約のみ 

吉江正紀  高橋 諄  安藤直子 特殊診 
予約のみ 

医局員 

産婦人科  
婦人科Ⅱ(12-6) 

栗城亜具里  八鍬恭子      宮上 哲   

泌尿器科 
（初診 11-1） 

椎木一彦 椎木(検査) 
予約のみ 

永田将一  奥村大輔  井上克己 押野見 和彦 
予約のみ 

島田 誠 丸山邦隆 
予約のみ 

医局員 
(初再診) 

泌尿器科 
（再診 11-3） 

島田 誠 島田(女性外来 
予約のみ 

奥村大輔 
予約のみ 

 永田将一 永田(検査) 
予約のみ 

椎木一彦 菅原(検査) 
予約のみ 

井上克己 井上(検査) 
予約のみ 

 

泌尿器科 
（検査 11-5） 

 女性外来 
（第 2） 

術後 1 ヶ月診         

眼 科 岡本幸子 特殊診(岡本 小池正直 特殊診(岡本 後藤洋平  小池正直 特殊診(小池 後藤洋平  
小池正直(奇) 
南 雅之(偶) 

眼 科 南 雅之  南 雅之 特殊診(南 岡本幸子  後藤洋平 特殊診(後藤 南 雅之 特殊診(南 岡本幸子(奇) 
嶋田摂也(奇) 

眼 科 嶋田摂也 特殊診(嶋田 岡本幸子    嶋田摂也 特殊診(嶋田 嶋田摂也  後藤洋平(偶) 

耳鼻咽喉科 13-1 
門倉義幸 
(初診) 

腫瘍甲状腺外来 
予約のみ 

医局員 
(初診) 

 
医局員 
(初診) 

 
篠 美紀 
(初診) 

櫛橋幸民(再) 
医局員 
(初診) 

 医局員 
(初診) 

耳鼻咽喉科 13-2 山田良宣(再)  高橋 郷(再)    門倉義幸(再) 門倉義幸(再) 
予約のみ 

   

耳鼻咽喉科 13-3① 篠美紀(再)      鈴木美雪(再)     
耳鼻咽喉科 
13-3② 

     補聴器外来Ｋ 
予約のみ 

 補聴器外来Ｎ 
予約のみ 

   

◎放射線治療の外来日は、月火木金: 馳澤憲二医師です。     ◎リハビリ科外来日は、火曜日午後: 城井義隆医師です。        ※奇＝奇数週  偶＝偶数集 数字＝診察日第□週 



  

 

  

 

  

   

 

 

 

 
 

 

 
   
 
 
 
 
 

  

  

  

    

  

小渕 律子  東京女子医科大学卒業  
５月 救急ｾﾝﾀｰ      

         ６月 麻酔科 

北原 優  昭和大学卒業  
５月 麻酔科   

６月 内 科 

小林 利行  京都府立医科大学卒業   
 ５月 消化器ｾﾝﾀｰ(内科)  

６月 同上 

小林 裕介  昭和大学卒業   
５月 循環器ｾﾝﾀｰ（内） 
６月 救急ｾﾝﾀｰ 

岡 ｼﾞｪﾆﾌｧｰ 由衣  昭和大学卒業   
５月 消化器ｾﾝﾀｰ(外科) 

         ６月 同上 

兼島 伸青  昭和大学卒業  
５月 麻酔科   

６月 救急ｾﾝﾀｰ 

はじめまして。昭和大学出身の小林裕介と申します。この度、

北部病院で研修させていただくことになりました。 
 大学時代は馬術部に所属し、愛馬と風を切って走っておりま

した。 
現在は循環器センター(内科)で研修させていただいておりま

す。研修が始まって２週間弱、電子カルテ操作や病棟処置など

にも少しずつ慣れてきていますが、わからないことばかりで先

生方・スタッフの皆様にはご迷惑をおかけしております。反省

も多いですが、充実した毎日を送らせていただいております。

２年間の研修中、医師としてできるだけ多くの知識・技術・

姿勢などを学びたいと思っています。日々少しずつでも前に進

んでいくよう、頑張っていきたいと思いますのでご指導・ご鞭

撻のほどよろしくお願いします。 
 

はじめまして、今年４月から北部病院で研修させていただく

ことになりました小林利行と申します。広島県福山市で生まれ

育ち、大学時代は京都で過ごし、横浜で働くことになりました。

学生時代はサッカー部に所属し、毎日のように汗を流してい

ました。 
４月から９月まで消化器センター（内科・外科）でお世話に

なります。医療の現場に立って初めて見てくることもたくさん

あり、今はうまくできないことが多く先生方やスタッフの方々

にご迷惑をおかけしています。また、自分が学生時代に如何に

勉強してこなかったかということを痛感している毎日です。 
北部病院での研修では自分で何をすべきなのかを考え行動

できることを目標として頑張りますので、ご指導をよろしくお

願いいたします。 

はじめまして。昭和大学出身の北原優と申します。 

 ６年次の４月に北部病院で１ヶ月間実習させていただいた際
に、とても温かいご指導を受け、ぜひ北部病院で研修をしたい
と考えておりました。また実家が横浜市磯子区ということもあ

り、横浜で医療に従事できることを大変うれしく思っています。
 高校時代にはボート部(レガッタ)に、大学時代はバドミント
ンに明け暮れる日々を送っていました。なぜかマイナースポー

ツに縁があるのですが、興味がある方がいましたら声をかけて
いただけると嬉しいです。 
 研修医として働き始め、自分の未熟さが身にしみる毎日です。

今後とも諸先生方、スタッフの方々から多くのことを学び、患
者さまや病院のためにお役に立てるよう日々努力を重ねていき
たいと考えております。今後ともご指導ご鞭撻の程よろしくお

願い致します。 

はじめまして。今年の 4月から北部病院で初期臨床研修をさ

せていただくことになった昭和大学出身の兼島伸青です。 

 これから、２年間の初期臨床研修期間で医療従事者として必

要な知識、技術をできうる限り学びたいと考えています。また、

学生ではなく社会人になったということで、体調管理をしっか

りと行い、生活リズムも整えられるようにしたいと思います。

４月から麻酔科で研修をさせていただいています。日々、自

分の仕事のできなさから先生方、スタッフの皆さんに迷惑をか

けてばかりです。 

毎日少しずつではありますが、仕事ができるようになるよう

に努力をしていきますので医師の先生方やスタッフの皆さん、

これからもご指導ご鞭撻のほどを宜しくお願いいたします。 

今年から２年間北部病院で研修させていただきます、小渕律子

です。 

北部病院で働かせていただけることをたいへん嬉しく思って

おります。 

現在は新しい環境の中、分からないことの連続で反省の多い毎

日ですが、多くのスタッフの方々、患者さまに支えていただいて

おり、感謝の気持ちでいっぱいです。 

これから２年間の研修期間中、日々一生懸命取り組み、ひとつ

ひとつできることを増やしていきたいと思います。 

少しでも、患者さまや病院のお役に立てるよう努力致しますの

で、ご指導ご鞭撻の程、どうぞ宜しくお願い致します。 

はじめまして。昭和大学出身の岡ジェニファー由衣です。 
名前のインパクトでびっくりされる方もいると思いますが、

本人はごく普通の日本女子です。大学時代はゴルフ部に所属

し、ひたすらグリーンを目指していました。ここ北部病院の周

辺も広々として緑が多く、このような環境で研修できることを

うれしく思っています。 
現在は消化器外科を研修させて頂いております。まだわから

ないことが多く、戸惑うこともあると思いますが、毎日少しず

つできることを増やし、医療スタッフの一員として役にたてる

よう努力していきたいと思っています。ご指導ご鞭撻のほどど

うぞよろしくお願いします。 
 

鈴木 涼平  昭和大学卒業  
５月 救急ｾﾝﾀｰ 

６月 循環器ｾﾝﾀｰ(内科) 

洲崎 勲夫  昭和大学卒業   
５月 消化器ｾﾝﾀｰ(内科) 

６月 救急ｾﾝﾀｰ 

こんにちは、昭和大学出身の鈴木涼平と申します。 

都筑区（旧緑区）に住んで２５年、地元の北部病院で働ける

ことを非常に嬉しく思っています。 

大学時代はサッカー部に所属しておりました。機会があれば

今後も球蹴りをしたいと思っています。 

研修生活が始まり３週間が過ぎ、徐々に慣れてきましたが、

皆様に迷惑をかける事が多く、早く役に立つ研修医になれるよ

う精一杯頑張っていきたいと思います。２年間の研修において

は、知識や技術だけでなく、社会人としての姿勢を身につけた

いと考えております。 

どうぞ温かいご指導の程、宜しくお願いいたします。 

はじめまして、昭和大学出身の洲崎勲夫と申します。 

 学生時代は、元来好奇心旺盛な性分なので、見聞を広めるべ

く旅行やゴルフ、ダイビング、スノーボード、音楽活動等々の

趣味に明け暮れていました。 
 ４月から消化器センターで研修させていただいています。毎

日、学ぶことが多く、消化不良に陥っている日々ですが、先生

方、スタッフの方々の暖かいご指導のもとに楽しく研修させて

いただいています。 
自分の無力さに日々落胆しながらも、自分のできることをこ

なしていきたいと思っております。ご迷惑をおかけしますが、

一生懸命頑張らせていただきますので、ご指導、ご鞭撻のほど

宜しくお願いします。 

この 4 月、初期臨床研修医第 6 期生 22 名を迎い入れ、新年度がスタートしました。期待されるべき医療プロフェッショナルに少し

でも近づけるよう、この２年間様々な科をローテーションしながら、大いに実力をつけていって下さい。学生実習とは異なり、まさに
on the job training 毎日が自らを鍛える場です。しかし、ただ数多くの経験を積むというだけでは、なかなか医療のプロには近づ
けません。医学教育的な考え方からすれば、目標を立て、方略を練り、評価を行う、このようなプロセスを繰り返しながら、問題の設

定力や解決力が備わっていくのでしょう。また、とかく専門的な知識の習得に目が奪われがちですが、医師としての技能や、人として
の態度・習慣も同様に大切です。その一環として、北部病院では医療安全的な観点からも５S活動を推進しています。 
我々指導医はグライダー曳航機のごとく、君たちが２年間の研修の後、大空に羽ばたいていってくれるよう力になりたいと思ってい

ます。どうか“将来の昭和の星”となるべく充実した研修生活を送って下さい。 
                                        臨床研修コーディネート委員会 成島 道昭 

 

 

新井  真衣   東邦大学卒業   
５月 内 科    

  ６月 同上 

荏原 誠太郎   昭和大学卒業    
５月 救急ｾﾝﾀｰ 

         ６月 緩和／画像 

はじめまして、東邦大学出身の新井真衣と申します。 

大学６年生のときにこの北部病院を見学させて頂き、雰囲気や

先生方、スタッフの温かさに惹かれ研修するならぜひここで行い

たいと思いました。 

研修医として働き始めてから、電子カルテや手技など少しずつ

慣れてきている中まだ戸惑うことも多く、自分の未熟さを痛感し

ております。忙しい中でも毎日患者さんと触れ合うことで学べる

こと、また医師としての責任を感じおり、１つ１つのことを確実

に身に付けるよう日々努力していこうと思っております。 

この先２年間の研修において様々な壁にぶつかり戸惑うこと

もあるかと思いますが、何事にも一生懸命に考えて取り組み努力

して参りますので、ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

 

初めまして。 昭和大学出身の荏原誠太郎と申します。 

学生の時は硬式テニス部に所属していました。  
研修が始まって一週間が経ちましたが、まだまだ何も出来ない

自分の無力さを日々痛感しております。 
これからも先生やスタッフの方々に長期間に渡って多大な迷惑

をお掛けしてしまうと思いますが、少しでも早く皆さまに信頼し

て頂けるように一つ一つ精進を重ねていきたいと思っております

ので、今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。 

 

初めまして、東京女子医科大学出身の遠藤千華子と申します。
４月から呼吸器センター外科で研修させて頂き先生方、スタッ

フの方に支えられ日々楽しく働かせて頂いております。 
私は現在まで２４年間、日吉で生まれ育ちこの地で研修できる

ことと、小学校から女子校という環境で育ったので、新たな環境
での研修を不安に思いつつ楽しみにして参りました。 
中学から大学まで硬式テニス部に所属し、太陽の下でスポーツ

をする事が大好きなので機会を見つけ続けたいと思っています。
２年間の研修生活で常に人に対する感謝を忘れず、また患者さ

まを精神的にも支えられる医師の土台を作りたいと思っていま
す。医師である前に人としてまだまだ未熟で至らない点も多々あ
ると思いますが、日々頑張って参りますのでご指導の程よろしく
お願い致します。 

遠藤 千華子 東京女子医科大学卒業   
５月 呼吸器ｾﾝﾀｰ(外科) 
６月 同上 

研修医 

顔写真 

研修医氏名   出身大学 

        ５月研修先診療科 

        ６月研修先診療科 

 

 自己紹介文 


